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１．はじめに 

わが国では、東京一極集中が全国的に問題視されて

いる。最も転入超過の盛んであった高度経済成長期

と比較すると減少しているものの、近年の人口減少

を踏まえると、十分高い数値であるといえる。東京

圏（東京都・埼玉県・千葉県・神奈川県）の転入超

過数を年齢 5歳階級別にみると，転入超過数は 20～

24 歳が最も多く 7万 5103 人(1という、数値を示し

ていることから、大学生の就職を伴う移動というの

が問題となっていることが読み取れる。この移動の

理由として一般的に地元に魅力的な企業が少ないこ

と、東京圏の雇用機会の豊富さ、給与水準高いこと

などが挙げられてきた。地方人口の減少対策として

地方拠点強化税、政府関係機関の地方移転 iなどが

取られている(2。今後、人口減少や地方人口減少対

策によって、就職移動は解決に向かっていくと予想

される。そのため、内的要因の重要度が高まると考

えられる。鈴木らは首都圏選択時に最も重要度の高

い項目になっている「希望の仕事の有無」「友人知

人の存在」を補完した場合に首都圏移動を希望する

要因として、首都圏での生活や仕事に対して「憧

れ・刺激・経験」といったものを強く感じているこ

とを明らかにした(3。今後の地方人口減少対策を検

討する上で、内的移動要因である「あこがれ」の抑

制が必要である。 

 
2. 仮説の構築 

林(4より、「あこがれを持つ者は現在の生活に対して

不満を持つ傾向がある」こと、中川(5より、「満足度

しているほど地域に対する愛着が強い」ことが示唆

しれた。このことから地域への愛着によって、他地

域へのあこがれが抑制されるという仮説を立て、萩

原ら(6、鈴木ら(7を参考に調査項目（表-1）を作成

した。 

表-1 調査項目 

 

 
 
3.調査概要 

本研究では、地域への愛着が他地域へのあこがれに

与える影響について把握するために、アンケート調

査を行った。調査方法は WEBアンケート調査で、東

北工業大学全学部全学科生を対象に 2020 年 1月 17

日から 1月 20日に配布した。配布方法は学内一斉

メールで行い回数部数は 104部だった。調査項目は

表-1の通りである。 
 
4調査結果、考察 

集計は「現在お住まいの地域を地元だと感じる人」

と「高校時代お住まいだった地域を地元だと感じる
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人」に分けて行い、「高校時代現在お住いの地域を地

元と感じる人」が 58 人、「高校生まで過ごした地域

を地元とする人」が 45 人となった。「地元がないと

感じる人」は 1 名だった。また共分散構造分析を行

なった。その結果は図-1に示した。地域愛着（選好：

地域への肯定的な評価）自身は他地域へのあこがれ

の抑制に直接的には正の影響を与え、あこがれへの

抑制効果を与えられてはいないが、既往研究通りに

地域愛着（感情）や地域愛着（持続願望）に対して正

の影響を与えていた。他地域へのあこがれは、地域愛

着（感情：離れがたく感じる）と地域愛着（持続願望：

地域のあり方そのものに対して願いを抱く）から負

の影響、仮説である「あこがれを抑制する」効果が示

された。 

 

図-1 地域への愛着が他地域へのあこがれに与える

影響  

 
 
5.まとめ 

本研究では地域への愛着が他地域へのあこがれに与

える影響について把握するため、大学生を対象に地

域に関する意識調査を実施し、その影響について分

析した。その結果、少なくとも東北地方から宮城県に

移動してくる大学生や宮城県に住み続ける大学生が

地域への愛着、特に地域愛着（感情）によって他地域

へのあこがれを抑制されていることが示された。ま

た、地域愛着（選好）には地域を大切だと思うこと、

地域を自分の居場所だと感じることが正の影響を与

えていることが示唆された。このことから地域への

愛着を持つことが、人口流出問題や一極集中問題を

抑制するために必要になってくると考えられる。し

 

かし、地域愛着（選好）は他地域へのあこがれを抑制

する地域愛着（感情）や地域愛着（持続願望）を高め

る効果のほかに、他地域へのあこがれを高めてしま

う効果があることから注意が必要である。 

今後は、より詳しく他地域へのあこがれへの影響を

調査するために、調査項目を再度検討することが課

題である。 
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